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カバーレター
Steven Alan McCarty (スティーブ·マッカーティ)は, ボストン生まれ, ハワイ大学大学院で日本を専攻した. 大阪女学院大学・短期大学元教授や国際協力機構 (JICA) で教鞭をとっている. 2015-2020年は, 関西大学国際部および国際教育支援室で非常勤講師を務めた. 1998年より世界オンライン教育学会 (WAOE) の会長を務める. 家族は, 日本人の妻と, 東京で働く息子たち。日本,e-learning,バイリンガリズム,言語教育,学術倫理などについての著作リンク集(日本語版) https://japanned.hcommons.org/chosaku を参照.
2014年8月では,オーストラリアで行われた国際応用言語学会の世界大会で研究を発表した.現在は,世界的規模のアカデミックな出版社スプリンガーで,青山学院大学と東京農工大の共同研究者と一緒に,言語学習のためのモバイル技術の理論・教授法と事例に関する本は出版されている: Implementing Mobile Language Learning Technologies in Japan　https://www.amazon.co.jp/Implementing-Language-Technologies-Springerbriefs-Education/dp/9811024499
2015年には, 教授として定年退職しなければならなかったが、健康状態は良好であるので、引き続き2022年度以降、アカデミックな領域での仕事を続けたいと考える.
以下では、339件の業績を一覧している. 中で, eラーニングに関する国際学会で行った基調講演は8回招待された.また,大学のランキングにつながるグーグルスカラーが, 以下の著述への引用数を543件見つけている.さらに、国内外のアカデミックな本やジャーナルの査読を頼まれていた(英国,米国,シンガポール国立大学など).



履　　　　歴　　　　書

(ふりがな)　 マッカーティ、スティーヴェン アラン（「スティーブ」）
氏　　名　  McCarty, Steven Alan（”Steve”）
男・女　　　男
本籍地    　米国ボストン
生年月日　　1949年08月22日 生　73歳
電話番号　　072-668-1270
現 住 所    〒569-0077 大阪府高槻市野見町 5-26

ご連絡は  e-メールで:  waoesteve@gmail.com
著作リンク集　https://japanned.hcommons.org/chosaku


学　　　　歴

年　月　　　　　　　　　　事　　　　項

1986.5　ハワイ大学大学院（ホノルル） 人文学部宗教学科 アジアの宗教専攻, 専門領域は, 日本） 修士課程修了 (M.A.)
1982.10　ハワイ大学大学院の日本語翻訳試験、合格　
1978.6　(編入してから数年間) ハワイ大学人文学部宗教学科, 卒業 (B.A.)
1967.9-1969.9　ボストンの東北大学 (Northeastern University) 物理学専攻
1967.6　Medford High School, Massachusetts 卒業 (最優秀スポーツ選手トップ３入り)

職　　　　歴


年月から　年月まで　　雇用者名及び住所　　役職名・職種

2015.4 – 現在に至る　大阪女学院大学・短期大学　非常勤講師 (元教授)
2004.9 – 現在に至る　国際協力機構 (JICA) 関西支部　日本の社会と日本人　講師
2016.9 – 2020.3　関西大学 国際部　国際教育支援室 (教員にグローバルFD) 非常勤講師
2015.4 – 2020.3　関西大学 国際部　留学生と学部生に, 情報通信系の授業　非常勤講師
2018.9 – 2019.1　関西大学大学院 商学部　英語コミュニケーション (観光業)　非常勤講師
2017.2 – 2019.1　関西大学 商学部　海外研修前の集中講義,４年生英文論文作成　非常勤講師
2016.4 – 2018.8　神戸情報大学院大学　アカデミック・ライティング　非常勤講師
2015.4 – 2018.1　大阪女学院大学・短期大学 ライティングセンター当番
2015.4 – 2016.3　京都文教大学　英語コミュニケーション　非常勤講師
2004.4 – 2015.3　大阪女学院短期大学・大学 教授
2013.9　関西経団連のPREX　日本の社会と政治経済　講師
2008.4 – 2010.3　「e-Learningによる観光学のESP教授法の開発と効果の検証の研究」科研費　基盤C 90411389.　研究協力者（英語の編集, ビデオの出演）
2005.8, 2006.2　松山東雲女子大学（集中講義, 翻訳実習） 非常勤講師
2004.2　国立筑波大学大学院教育学部 （集中講義, オンライン教育の理論と実践） 非常勤講師
2002.1 – 2003.8　世界銀行（ワシントンD.C.）世界発展学習ネットワーク (GDLN), 日本とのパートナーシップ, 東京コンサルタント グループ （アジア各国へのオンライン教育の） インストラクショナル デザイナー
2001.3 – 2001.5　オーストラリア、シドニーの University of New South Wales　（英和二言語・二文化併用に関する）博士論文の客員審査員
1993.4 - 2004.3　香川短期大学 教授
1990.4 - 2000.3　香川県語学研修センター 講師
1987.4 - 1993.3　香川短期大学 助教授
1985.4 - 1987.3　香川短期大学 専任講師
1983.10 - 1985.3  英語アカデミー（松山） 英語の教師
1983.1 - 1983.4　ハワイ州議会（ホノルル） 法案データベース係
1981.9 - 1982.9　日米学院（高松） 英語の教師
1980.5 - 1981.1　ELE学院（広島） 英語の教師
1978.9 - 1979.6　ハワイ大学人文学部（ホノルル）T.A. (ティーチング アシスタント)
1978.9 - 1979.6　 ハワイ州教育委員会（ホノルル） 書記
1975.1 - 1976.4　ハワイ州議会（ホノルル） 立法・広報インターン
1974.6 - 1975.5　ハワイ大学（ホノルル） 非常勤講師
1973.9 - 1975.5　リーワード短期大学（真珠湾） 非常勤講師講師


教えたことのある科目

大阪女学院大学・短期大学 (2004-2020年度):  言語習得, 上級プレゼンテーションとディスカッション, 異文化間コミュニケーション, バイリンガリズム, コミュニケーション作戦,バイリンガル教育, コンピュータ・コミュニケーション, 時事英語, グローバル問題に関するディスカッション, アカデミック・ライティング, ビジネスなどのリスニング, 語彙, ディベート,と TOEICセミナー. 
関西大学 国際部 (2015-2019年度)で:  1. 各国の留学生と諸学部の学生に,日本の情報化と社会, ICT,と社会科学研究方法論を教えている. 2. 数回アジアよりのグループに,日本の古今に関する臨時プレゼンテーション.  3. 2016年の秋学期より, 新しい国際教育支援室で, 英語で教えるように希望する教員の個人コンサルティング(グローバルFD). 商学部 (2017)で: 日産メキシコのインターンシップと英国ヨーク大学留学生への事前授業. 
神戸情報大学院大学  ICTイノベータコース (2016-2018):  アフリカやアジアよりの院生に, アカデミック・ライティング.
他の大学で教えていた科目は上記の職歴を参考に


大学内役職

1985-2004：香川短期大学の編集委員会, 国際交流委員会 (海外姉妹校との縁組をまとめたものも含む).
2004-現在まで: 大阪女学院大学・短期大学・法人の翻訳者(和英・英和),研究活動委員会の副委員長,入試問題作成委員会,人権委員会,語彙委員会,eラーニング・ユビキス・情報教育推進委員会,英語授業用の教材やiPadで使うeブック作成委員会.
2009年2月– 3月には,ニュージーランド留学学生グループを引率した.
IT委員会で勧めていた出席管理システムは,施設全体で採用された.最近では,FD・SDの説明会で,eポートフォリオに関するプレゼンを日本語で行った.保護者会,学内研究会と2014年度春学期学位授与式を司会担当. 2015年3月14日に, 卒業式後のパーティで, 別れのスピーチを二ヶ国語で行った.

賞 (Awards)

2007.7: “Podcasting Student Performances to Develop EFL Skills” （学生の英語によるパフォーマンスをウェブ上で提供しているオーディオ）は, “Effective Practice”（効果的教授法）であると、全米オンライン教育推進機関 Online Learning Consortiumに認定された.
[bookmark: _Hlk18929192]2000.10: 『香川県人物名鑑』教育の分野, 2001版から.
2000.7: “Asia Expert” (アジア学のエキスパート)であるとAsia Society (ニューヨーク) に認定された.
2000: 英文俳句は、国連UNESCO (パリ) のコンクールを入賞し、World Culture Reportという参考書に掲載された.
1997, 2001, 2005: 「バイリンガリズムと日本学」という英和著作リンク集は,☆☆☆☆「アジアの研究にとても役立つ」と、Asian Studies WWW Virtual Library (オーストラリア国立大学)に 認定された. さらに、ハーバード大学の東亜研究所やスタンフォード大学の Japan WWW Virtual Library などで、リンクを張って薦められている.
1985: 全国語学教育学会 (JALT) 松山支部長としての貢献のため、Outstanding Service という証明書をJALTの全国会長に与えられた.

アカデミックなリーダーシップや国際社会への貢献
Academic Leadership and Contributions to International Society

2021.12.28:　日本への観光業や地方活性化に関する会合をZoomで行った。
2021.2-3月　サウジアラビア政府に頼まれ、その全国eラーニング水準を立てるために、アジア数か国の審査員になるeラーニングの専門家を見つけてあげた。
2020.4.22 – 2020.11.20に至る　国際協力機構 (JICA) 関西支部へウェブのアドバイス. 今年度 , JICAの諸海外支部が発展途上国の公務員達を技術訓練のために日本に訪問してもらえないので, その代わりに, 関西支部の講師達が録音した日本に関するプレゼンなどのオリエンテーション資料をオンラインで海外の希望者へ提供するように支援を与えている.
1998 – 現在に至る　米国カリフォルニア州認定のNPO (非利益組織) の世界オンライン教育学会 World Association for Online Education (WAOE), President (会長とウェブマスター).
2012 – 現在に至る　World Association for Online Education の管理者として, 規則的にオンライン教育に関するニュースを発信している.
2019.10.27　関西大学のESSプレゼンテーションコンテストを審査した.
2019.10.18　東京拠点のものづくり日本語検定のシステムを点検し, 理事のオンライン教育に関する質問を答えた. 
2015 – 現在に至る　ナイジェリア国会の立法研究所NILSの新しい大学院のオンライン法学コースの教育技術支援などを行っている.
2014 – 2015　Global School of Professional and Continuing Education (GSPACE) ネット上の経営 (MBA) サポートの 顧問, バンガロール, インド.
2014.11.13　「Deloitteによるグローバルでの教育実態調査」のために、デロイト トーマツ コンサルティングなどの４名が東京・大阪よりインタービューをしに来て、教育によるICTについてのヒアリングを行った.
2012 – 2013　ソーシャルメディアによるマーケティングの全国コンクール（神戸市外国語大学） 審査員と顧問
2011　バングラデシュの病院の子供病棟に, WAOEというNPOの会長として集めた約15万円を寄付した
2011　アラブ首長国連邦の国立工科大学との仲介人として, 日本を代表する立命館大学の学生や行政官のグループを, アブダビ市で行われた, 多くのノーベル賞受賞者を指導した Festival of Thinkers に参加するようにまとめた
2010 – 現在に至る　南米の国立ガイアナ大学の遠隔教育のコースを援助するように頼まれ, WAOEというNPOの米国にあるサーバーにMoodle という学習管理システムを, インドの国立大学の行政官と一緒にインストールし, ガイアナ大学の遠隔授業で使うようにした
2008-2010: 東京のチャイルドリサーチネットに提供され, 学生の英文エッセイを掲載するように募集・編集した
2006 – 現在に至る　ベネッセ東京本社 Worldwide Kids English　メイン監修
2005-2006　基盤研究Ｃ　外国語オーラルコミュニケーション能力自動評価システムにおける研究開発　（研究分担者）
2003-2008　アジア太平洋コンピュータ利用語学学会 (APACALL)　広報委員など
2003-2004　Papyrus News（エジプトからカリフォルニア大学に変わった外国語教育工学に関するメールマガジン）　Editor（編集者、発信者）
[bookmark: _Hlk18936141]2002: ロスの全国日系人博物館に, 戦前の日米親善の人形に関する本を寄付した
2001 – 現在に至る　東京ベネッセ社内のNPO チャイルド リサーチ ネット　アドバイザー ボードメンバー
2000　日本初の学習管理システム (LMS) WebCT日本語版（名古屋大学）　QAテスター
1999-2005　UNESCO 認定のNGO グローバル大学システム（ニューヨーク）　ウェブマスター, 英和翻訳など
1999-2002　アフリカ人やロシア人学者の論文をウェブに載せた
1999　小学校4年生40人のクラスとその校長にネットを紹介し, 海外の人とのウェブチャットを行った
1999: Encyclopedia of Monasticism という東西比較的宗教学百科事典に多くの日本の写真を貢献した. マサチューセッツ大学の監修者が 2000年の本に, その写真を高く評価した.
1998 – 現在に至る　世界オンライン教育学会 (WAOE)　会長とウェブマスター（世界文化祭, オンライン教育者実習, エール大学元学部長と「大学の未来」に関するチャットなどのオンラインイベントを行った）
1998 – 現在に至る　日本人、ベルギー人, スペイン人、フランス人の学者と連携し, 四国に訪問する人々のために, 5言語による四国ガイドブックをウェブ上で提供している
1998　米国マリーランド州立大学のオンライン教育の教授法に関するオンライン授業を学習管理システム (LMS) WebCT 1.0 で、メンターとして参加した
1997-2004　全国語学教育学会 (JALT) バイリンガリズム研究部会とその Japan Journal of Multilingualism and Multiculturalism　ウェブマスターという役員
1997　第2回（ハワイ大学付属カピオラニ短期大学拠点のネット上で行われた学会）Teaching in the Community Colleges Online Conference　プログラム委員長 
1996-1997　Asia-Pacific Exchange Electronic Journal　編集者
1996-1997　Teaching in the Community Colleges TCC-L (全米のメーリングリスト)　 顧問
1996-1997　全国語学教育学会 (JALT) バイリンガリズム研究部会　役員
[bookmark: _Hlk18947512]1996: East-West Discourse List (EWD-L) というメーリングリストをハワイ大学との連携で始めた
1996　香港大学 Knowledge and Discourse Conference　異文化コミュニケーション・日本コロキアム コーディネーター
1995-1996　全国語学教育学会 (JALT) 香川支部　広報委員
1995-1996　全国語学教育学会 (JALT) 大学教育研究部会　翻訳委員
1994　全国語学教育学会 (JALT) 全国役員　全研究部会の代表
1994　The Language Teacher には, 全国語学教育学会 (JALT) の研究部会について, 二か国語で “Of National Significance” というコラムを毎月作成していた
[bookmark: _Hlk18945466]1994: JALTの研究部会のニュースレッター SIG NL を編集していた
1992-1993, 1995　全国語学教育学会 (JALT) バイリンガリズム研究部会　会長
1991-1993　全国語学教育学会 (JALT) 香川支部　支部長
1987-1989: 金毘羅歌舞伎大芝居の通訳, 特に菊五郎と海外の記者達とのインタービュー
1987　香川短期大学とハワイ大学付属ウィンドワード短期大学との姉妹校縁組をまとめた
1984　全国語学教育学会 (JALT) 松山支部　支部長
1984　ボランティアとして, 中高校英語教諭のためのイン サービス トレーニングである愛媛サマーセミナーを創立した
1983　全国語学教育学会 (JALT) 松山支部を創立した

TESOL, IATEFL, Association for Computers and the Humanities, 第一言語としてのバイリンガリズム研究会 などの学会の一般のメンバーとして, 常に学習をしている
International Journal of Virtual and Personal Learning Environments, Handbook of Research on Web 2.0 and Second Language Learning, や  Electronic Journal of Foreign Language Teaching (シンガポール国立大学)の査読者として務めたことがある.


業　　　　績　　　　書　
PUBLICATIONS

5つのカテゴリーに分けている:    本や論文集の章 は27 (内訳: 日本語では3, 共著は6), アカデミックな論文・記事は108 (日本語17, 共著6), その他のアカデミックな記事, 書評, 翻訳論文, インタービューは109 (日本語36, 共著16), 学会で行ったプレゼンテーション は53 (日本語6, 共著3), その他の講演・プレゼンテーション は42 (基調講演 8, 日本語17, 共著5). 業績の合計は339 (内訳: 執筆244, 口頭95: 日本語あるいは二言語では80, 共著34) .
注：共著の場合, それぞれの執筆者を順番どおり書いてある. ページ番号は書いていない場合は, ウェブ上の出版物に載っている. 1983以前の米国での新聞の記事や講演などのデータは不完全であるので, 以下の業績書は主に1984年から始る. 英国, 米国や日本で掲載された二言語によるコラムなどは含まれていない.  



本や論文集の章　BOOKS, CHAPTERS, AND ENCYCLOPEDIA ENTRIES
(27) 2022.6: “Discovering Japanese Fusion of Religions on the Pilgrimage Island of Shikoku.” In J. Rucynski (Ed.), A Passion for Japan: A Collection of Personal Narratives (pp. 286-299). Ashiya, Japan: BlueSky Publishing.
(26) 2021.12: “Symbolism of Air in Greco-Roman and Japanese Creation Myths.” In M. Nakamura & M. Papatzelou (Eds.), Four Elements in Mythology: Seeking a World Nature Philosophy (pp. 127-131). Japan Code Books. Kyoto: Research Center for Japanese Culture Structural Studies.
(25) 2021.12: “Symbolism of Fire in Greek and Japanese Creation Myths.” In M. Nakamura & M. Papatzelou (Eds.), Four Elements in Mythology: Seeking a World Nature Philosophy (pp. 103-107). Japan Code Books.
(24) 2020.8: "Ubiquitous Mask Use in Fastidious Japan." LuzDelMes Tri-Anthology 2020: Quarantine Experience (pp. 3, 72-74). [Paperback/eBook; trilingual in English, Spanish and Greek]. Florida, U.S.: LuzDelMes Publishing House (米国).
(23) 2017.1: McCarty, S., Obari, H. (青山学院大学), & Sato, T. (東京農工大), Implementing Mobile Language Learning Technologies in Japan. Singapore: Springer (ドイツ・シンガポール).
(22) 2013.8: McCarty, S., Acar, A., & Kimura, N., “An Exploratory Study of Japanese EFL Learners’ Twitter Usage.” In A. Nawale & P. Mothe (Eds.), Role of ICT in English Language Teaching and Learning (pp. 247-264). Access: An Academic Consortium (インド).
(21) 2011.10: "Social Media to Motivate Language Learners from Before Admission to After Graduation." In A.U. Chamot & W.M. Chan (Eds.), Studies in Second and Foreign Language Education, Volume 5: W.M. Chan et al. (Eds.), Media in Foreign Language Teaching and Learning (pp. 87-105). Berlin, Germany: De Gruyter Mouton (ドイツ).
(20) 2010.12: "Social Media to Motivate Language Learners from Before Admission to After Graduation." In W.M. Chan et al. (Eds.), Media in Foreign Language Teaching and Learning (pp. 87-105). National University of Singapore, Centre for Language Studies (シンガポール国立大学).
(19) 2010.1: "Social Networking Behind Student Lines in Japan." In S. Dasgupta (Ed.), Social Computing: Concepts, Methodologies, Tools, and Applications (pp. 1259-1279). Hershey, PA, USA: IGI Global (米国).
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(26) 2014, June 11: 学生のe-ポートフォリオのためのMahara, Moodle と Google Drive の使い方. 大阪女学院大学・短期大学の教員とスタッフ訓練セミナー (二か国語で).
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